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被害状況（福島県全域での比較）
http://bosai.pref.fukushima.jp/saigaig/damage_newsfl_list.html福島県庁 被害状況即報より、最新の状況は確認可能

※以下は「令和元年１０月１２日 台風第１９号による被害状況即報 （第７報と第１０報）」より作成
１０月１３日時点では、建物被害状況が各市町村より出揃っておらず、道路被害状況から状況を分析↓

いわき市
楢葉町
相馬市
二本松市
会津坂下町、広野町
南相馬市、柳津町
大玉村、川内村、西会津町、鮫川村
会津美里町、双葉町、古殿町、喜多方市、檜枝岐村

34路線
14路線
13路線

8路線
5路線
4路線
2路線
1路線

■道路被害状況※

※冠水、土砂災害等で通行止めが生じた道路線数

7報
（10/12)

69路線

21路線

8報
（10/13)

※最新データは福島県庁HPよりご確認ください

http://bosai.pref.fukushima.jp/saigaig/damage_newsfl_list.html


注意喚起（警報）の発令状況
■いわき市民防災メールサービス上での告知

10/11 17:55 【お知らせ】台風19号の接近について

10/12 23:22 避難所の一部受入停止について
※受け入れ定員に達した避難所の新規受け入れを停止

10/12 16:32 避難所の増設について

10/12 15:13 警戒レベル４ 避難勧告発令

10/12 10:03 避難準備・高齢者等避難開始（警戒レベル３）

10/11 17:11 避難所開設のお知らせ（予定）
→12日午前10時に開放予定

10/12 19:21 避難指示（緊急）発令：新川
※氾濫水位達する恐れがあるため



避難所が開設されていても『避難できない』状況も
①10/12 AM10時時点で
地区内唯一の開設避難所

仁井田川沿線
②10/12 PM4時20分時点で

「避難勧告」
③10/12 PM9時30分時点で

「避難指示」※

※この時点で仁井田川以南の
四倉地区の最寄り避難所は
河川の対岸側にあり、
避難したくてもできない

状況が発生

ベースマップ：いわき市河川洪水ハザードマップ（夏井川水系）

※2階より上なら

避難所として使用可能な施設
だったが、今回は開放されず。



避難所に向かえないなら『垂直避難』するしかない
が・・・

• 東日本大震災以降、
建設コストの高騰により、
個人の住宅も、地区集会所も
「一階平屋建て」が増加

• 自宅での垂直避難が困難に

• 「避難準備情報」発令段階での
早期の避難開始が、より重要に

いわき市内の平屋建て住宅の事例（災害公営住宅団地にて）

いわき市内の平屋建て地区集会所の事例



いわき市役所本庁

いわき駅

確認された
主要

被災範囲

※この他に国道６号線沿線等で多数冠水あり



いわき市洪水ハザードマップより抜粋

いわき市役所本庁

いわき駅いわき中央IC
好間

赤井
平窪

今回の調査範囲
（夏井川水系）



断水対応中の事例
（常磐道四倉SA）



いわき市洪水ハザードマップより抜粋

いわき市役所本庁

いわき駅いわき中央IC
好間

赤井
平窪

今回の調査範囲
（夏井川水系）



好間地区の様子(1)
10/14 午前9時頃

商業施設



好間地区の様子(2)
10/14 午前9時頃

個人宅・商店



好間地区の様子(3)
10/14 午前9時頃

浸水深は少なくとも50-60cm台



いわき市洪水ハザードマップより抜粋

いわき市役所本庁

いわき駅いわき中央IC
好間

赤井
平窪

今回の調査範囲
（夏井川水系）



赤井地区の様子(1)
10/14 午前10時頃

2.5m台の浸水深（越流？）



赤井地区の様子(2) 赤井駅西側
10/14 午前10時頃 個人宅

冠水後、走行不能と
なったと思われる
車両



いわき市洪水ハザードマップより抜粋

いわき市役所本庁

いわき駅いわき中央IC
好間

赤井
平窪

今回の調査範囲
（夏井川水系）



赤井地区の様子(3) 赤井駅東側
10/14 午前10時頃 （夏井川西岸）

商業施設（閉鎖中の店舗多数）



赤井地区の様子(5) 赤井駅東側
10/14 午前10時頃 （夏井川西岸）
個人宅
約2mの浸水深を確認



赤井地区の様子(5) 夏井川堤防側から

窓割れ、屋根瓦の落下等は確認できず



赤井地区の様子(4) 赤井駅東側
10/14 午前10時頃 （夏井川西岸）
いわき駅方面からの渋滞が発生

（国道339号からの分岐※信号は生きている）



夏井川 （西岸側堤防より）



いわき市洪水ハザードマップより抜粋

いわき市役所本庁

いわき駅いわき中央IC
好間

赤井
平窪

今回の調査範囲
（夏井川水系）



平窪地区の様子(1) 夏井川東岸側(中平窪)
10/14 午前10時30分頃
浸水深 約1m? (目測)



平窪地区の様子(2) 夏井川東岸側(中平窪)
10/14 午前10時30分頃
個人宅・事務所 被害状況



平窪地区の様子(1) 夏井川東岸側
10/14 午前10時30分頃
冠水し、自走できなくなった道路上の放置車両多数



至 いわき駅前 至 平窪地区・

渋滞状況（国道399号）：
いわき駅前方向は平窪地区内で発生・ほぼ解消するも、
逆方向の渋滞はいわき駅前×国道６号合流地点から

平窪地区内まで渋滞



まとめ

•避難対応：適切に行われた（※改善の余地はあり）
→受け入れ定員超えの避難所がでるほど、住民も避難
→定員超えがでないよう、最初の段階から多く開放するべきともいえる

→東日本大震災以降の建設コスト高騰を受け、平屋戸建て住宅が増加
→自主的な早期避難がより重要

•動産被害（家具、電化製品、自動車）は多いが、不動産被害は限定的
→（※本調査内では）屋根瓦、窓の破損等がほとんど見られなかった。
→ブロック塀、柵、物置、玄関等の損壊はいくつか確認
→動産被害は住民自身が加入する各種保険の支援で復旧する必要有



ご清聴 ありがとうございました。

お問合せ先： sugiyasu@irides.tohoku.ac.jp 杉安へ

mailto:sugiyasu@irides.tohoku.ac.jp



